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01 　高齢者が暮らしやすい街づくり　 

02　子育てしやすい街づくり 

03　日本は世界の夢の国

交通革命

II	未来都市構想

01　 高層都市の実現  都心の生活編

02　 高層都市の実現　都心の街づくり編

03　 災害に強い国づくり

04　 税制改革

01　全国リニア・新幹線網を実現しよう 

02　未来は乗り物が空を飛ぶ 

03    24時間眠らない交通網 

04　物流革命 

05　空の交通をもっと使いやすく

06　通勤の負担を緩和しよう

07　世界はもっと近くなる！ 
　　宇宙ももっと近くなる！ 

人口減少、少子高齢化問題

一般人による月旅行の普及へ
03III 人口減少、

少子高齢化問題 日本は世界の夢の国
ユーラシア大陸一周の
リニア実現へ

スペースプレーン（宇宙航空便）が開発され、
日本～ニューヨーク間が2時間で結ばれる 幸福実現党

全国リニア新幹線網の開通

名目GDP1,500兆円の達成へ

リニア新幹線　品川～大阪間の開通
ロシア・シベリア鉄道に新幹線技術導入

この国は、神仏の守りたる国である！
日本には、「世界のリーダー」になる

使命があるんだ！
そのためには、幸福実現党が、

国政の柱にならねばならないのです ！

“
”

名目GDP倍増、所得倍増の達成

交通革命
リニア新幹線、 
新幹線、高速道路網、 
都市交通網、 
航空交通網の 
整備を進めるため、
当初10年間で 
100兆円投資

リニア新幹線
品川～名古屋間の開通

東京都23区内
公共交通網24時間化

大胆な減税を実施
消費増税の中止・5% 以下への減税等

自動運転車、空飛ぶ車の 
普及促進に向けた環境整備の推進

大川隆法著『救国の獅子吼—2012街頭演説集』より

国内人口1億5千万人に向け、
移民受け入れ拡大、出生率向上へ

空飛ぶ車が広く普及する時代へ

03　日本は世界の夢の国



※1 大川隆法著『幸福維新』より　※2 大川隆法著『政治の理想について』より　※3 大川隆法著『国を守る宗教の力』より

日本は世界の夢の国

西暦2019年、令和の時代が幕開け
しました。新しい時代の始まりにあたり、
輝かしい未来を創らんと、希望を胸に抱
いている方も多いのではないでしょうか。
わが国では、二千六百年以上にも及
び、天照大神の子孫である皇室が連綿
と続いてきたと言われています。ひと
つの独立国として、これだけ長い歴史
と伝統を持つ国は、世界に類を見ない
ものです。

この日本がこれから向かうべき道筋は
いかなるものなのでしょうか。大川隆法
党総裁は「世界の歴史を見ても、最高の
繁栄を誇った国および都市は必ず国際都
市になっています。《中略》やはり、世界の
国の人たちが集まってきたいと思うような
国でなければ、最高の繁栄はやってこな
いのです」と述べたうえで、「これだけの
大国になったら、やはり、それなりの義務
や責任があるので、世界の人々に対する
具体的な導きの活動が必要」と指摘して
います※2。
例えば幕末から明治期以降を導いた

日本の先人も、海外の先進国に学び、
その後の日本の国づくりに貢献されまし
た。「夢の国」に成長した日本は、途上
国の人々に対して、どのようにすれば日
本のような国づくりをすることができる
のかを学べるようにしなければならない
ということでしょう。

世界には、まだまだ様々な課題があ
ります。国家間対立、宗教対立、人権
弾圧、貧困問題など、仏国土ユートピ
ア建設に向けて解決しなければならな
い問題は数多く残されています。
日本は、もっと世界のリーダーとして、
地球規模の問題解決に向けて「正しさと
は何か」ということを発信できるように
なる必要があるのではないでしょうか。
幸福実現党は、日本が本当の意味
で   「自由・民主・信仰」を大切にする国
家となり、世界のリーダーとして世界を
導く使命に目覚め、その使命を果たし
ていくべきだと考えています。

これから増える外国人の受入れには、
もっと国としての自信や誇りを伴った求
心力が必要になると考えられます。そう

平成30年12月8日に「出入国管理及
び難民認定法及び法務省設置法の一部
を改正する法律」が成立しました。

日本は昭和の時代に厳しい敗戦を経
験しましたが、そこから見事な復興を果
たし、一時は世界第二の経済大国にま
で成長をしました。世界の多くの国々と
比較して、多くの人々が豊かさを享受
すると共に、比較的治安の安定した安
全な社会を築いてくることに成功したの
ではないでしょうか。
大川隆法党総裁は「この国は非常に豊

かになり、世界の貧しい地域や発展途上
の地域から見れば、現在、憧れの国、
夢の国であることは事実です」と指摘し
ています※1。

二千六百年以上の
歴史と伝統を誇る日本

日本は世界の夢の国

日本語教育など、外国人
受け入れに向けた政策を

愛国心と誇りを取り戻し、
国に求心力を

国際都市として成長しよう

「自由・民主・信仰」をまもる、
世界のリーダー国家へ

法務省によると、平成30年末の在留
外国人数は約273万人で、前年末より
約17万人の増加となり、過去最高を記
録し、そして今後、外国人労働者の受
入がますます拡大されていく方向に日本
は動き始めています。
その意味では、日本の国際化が進ん

でいくと考えられますが、外国人の受入
には様々な課題も考えられるでしょう。
特に気になる問題の一つは言葉の壁で
はないでしょうか。また日本人としての
常識やモラルを守ってもらう必要もある
でしょう。
そのため、例えば公立学校を、教室
の空いている夜間や休日に活用できる
ようにするなどして、日本語の勉強や、
日本の文化や風習を学ぶ機会を増やす
などして、日本人化してもらうための教
育機会を増やす必要があるでしょう。
一方、東京などの大都市ではもっと

英語が通じる国際都市としていく努力も
必要ではないでしょうか。

でなければ、下手をすると「外国人
ファースト」の国になりかねません。
大川隆法党総裁は「愛国心がなければ、
国民として誇りが持てない」と指摘してい
ます※3。やはり愛国心を養うためには、
まず日本の歴史や文化、伝統を学び、
日本の優れたところ、素晴らしさを知る
ことが大切ではないでしょうか。
あくまでも「日本ファーストの、国益

を守る国家」としての、「開かれた日本」
でなければなりません。

大川隆法著『幸福維新』より

この夢の国が「理想の国」であるためには、
どうしても足りないものが一つだけあります。
理想の国になるためには、やはり、「人々が、

正しい信仰心を持っている」ということが大事なのです。
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